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四
月
二
日
に
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
「
経

済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
政
労
使
会
議
」

で
は
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
交
渉
が
本
格
化

す
る
中
で
、
政
府
と
労
使
の
代
表
が
価
格
転

嫁
や
支
援
・
協
力
に
つ
い
て
の
取
組
策
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取

組
策
に
つ
い
て
議
論
し
、
合
意
文
書
を
取
り

ま
と
め
た
。

昨
年
一
二
月
一
六
日
以
来
の�

「
政
労
使
会
議
」

　

政
労
使
会
議
は
二
〇
一
三
年
以
降
、
九
月

か
ら
一
二
月
に
か
け
て
開
か
れ
て
き
た
が
、

今
年
は
中
小
の
賃
金
交
渉
の
時
期
を
と
ら
え
、

初
め
て
四
月
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
昨
年
一
二
月
一
六
日
に

確
認
し
た
合
意
文
書
を
踏
ま
え
て
、
賃
上
げ

の
動
き
を
中
小
企
業
に
広
げ
る
た
め
の
支
援

策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

席
上
、
安
倍
晋
三
首
相
は
「
本
日
の
政
労

使
の
決
定
で
環
境
は
整
っ
て
き
た
。
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
好
循
環
拡
大

に
向
け
た
賃
上
げ
に
最
大
限
の
努
力
を
図
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
す
る
」
と
述
べ
た
。

中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
好
循
環
を

拡
大

　

合
意
文
書
で
は
、「
日
本
経
済
の
自
立
的
成

長
を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
今
春

の
賃
上
げ
の
労
使
交
渉
が
好
循
環
の
二
巡
目

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
の
機
を
と
ら
え
、
全

国
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
、
さ
ら
に

好
循
環
を
拡
大
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
る
と
認
識
す
る
」
と
し
て
、
大
手
の
賃

金
交
渉
の
中
小
企
業
へ
の
波
及
効
果
を
意
識
。

具
体
策
と
し
て
、「
取
引
企
業
の
仕
入
れ
価
格

上
昇
等
を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
や
支
援
・
協

力
に
つ
い
て
の
総
合
的
取
組
」、「
サ
ー
ビ
ス

業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
の
取
組
」
の
二

点
に
つ
い
て
、
経
済
界
と
政
府
の
取
り
組
み

内
容
を
詳
述
し
て
い
る
。

労
使
の
認
識
と
評
価

　

連
合
の
古
賀
伸
明
会
長
は
、
中
小
労
使
の

賃
金
交
渉
に
つ
い
て
「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

が
実
現
で
き
る
か
否
か
は
、
中
小
・
地
場
組

合
の
交
渉
結
果
と
、
非
正
規
で
働
く
仲
間
の

底
上
げ
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
だ
七
割
か
ら

八
割
の
組
合
が
交
渉
を
継
続
し
て
お
り
、
ま

さ
に
今
か
ら
が
今
春
季
生
活
闘
争
の
正
念
場

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
経
団
連
の
榊
原
定
征
会
長
は
、
大

企
業
と
下
請
け
企
業
の
取
引
価
格
改
善
に
つ

い
て
、「
今
後
も
原
材
料
費
価
格
の
騰
落
や
需

給
の
変
動
に
伴
う
損
益
の
分
担
方
法
を
あ
ら

か
じ
め
取
り
決
め
る
な
ど
、
適
正
な
取
引
価

格
の
形
成
に
向
け
た
一
層
の
努
力
を
会
員
企

業
に
呼
び
か
け
て
い
く
」
と
強
調
。
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
鶴
田
欣
也
会
長
は

「
中
小
企
業
が
賃
上
げ
を
行
う
た
め
に
、
適

正
な
価
格
転
嫁
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
企
業

収
益
が
改
善
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
生
産
性
に

つ
い
て
、
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
明
夫
会

頭
が
「
東
京
商
工
会
議
所
が
二
月
に
行
っ
た

調
査
で
は
、売
上
を
増
加
し
た
い
が
、七
〇
％

の
企
業
で
は
人
手
不
足
で
な
か
な
か
で
き
な

い
、
と
い
う
深
刻
な
問
題
も
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
ど
う
し
て
も
生
産
性
の
向
上
が
必

要
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

【
参
考
資
料
】

価
格
転
嫁
や
支
援
・
協
力
に
つ
い
て

の
取
組
策
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
の
生

産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
策

平
成
二
七
年
四
月
二
日

経
済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
た
政
労
使
会
議

　

昨
年
一
二
月
一
六
日
、
本
政
労
使
会
議
は

「
経
済
の
好
循
環
の
継
続
に
向
け
た
政
労
使

の
取
組
」
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
日
本
経
済

の
自
立
的
成
長
を
確
た
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
今
春
の
賃
上
げ
の
労
使
交
渉
が
好
循

環
の
二
巡
目
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
の
機
を

と
ら
え
、
全
国
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
、
さ
ら
に
好
循
環
を
拡
大
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。 

　

か
か
る
観
点
か
ら
、
一
二
月
一
六
日
の
合

意
に
お
い
て
指
摘
し
た
①
取
引
企
業
の
仕
入

れ
価
格
上
昇
等
を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
や
支

援
・
協
力
に
つ
い
て
の
総
合
的
取
組
、②
サ
ー

ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
の
取
組
に

つ
い
て
、
下
記
具
体
策
に
よ
り
当
該
合
意
を

さ
ら
に
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。

１�　

取
引
先
企
業
の
仕
入
れ
価
格
の

上
昇
等
を
踏
ま
え
た
取
組�

（
１
）
経
済
界
に
よ
る
総
合
的
取
組 

　

経
済
界
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

好
循
環
が
力
強
く
回
転
す
る
よ
う
、
取
引
先

企
業
の
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
を
踏
ま
え
た

価
格
転
嫁
や
支
援
・
協
力
に
総
合
的
に
取
り

組
む
。 

　

そ
の
一
環
と
し
て
経
団
連
は
、
会
員
企
業

に
向
け
て
、
取
引
先
企
業
と
の
取
引
の
適
正

化
努
力
を
明
記
し
た
経
営
労
働
政
策
委
員
会

報
告
の
周
知
活
動
を
継
続
す
る
。
加
え
て
、 

　

①
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
仕
入
れ
価
格
の

上
昇
で
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
取
引
先

企
業
に
対
し
て
、
そ
の
状
況
を
よ
く
聞
き
取

る
こ
と
、
原
材
料
費
の
騰
落
や
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
需
給
変
動
に
基
づ
く
損
益
の
分
担
方
法

な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
合
意
す
る
な
ど
に
よ
り
、

価
格
転
嫁
を
含
め
て
適
正
な
取
引
価
格
が
形

成
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、

会
員
企
業
に
一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
。

具
体
的
に
は
、
全
国
各
地
の
会
員
企
業
に
対

し
て
直
接
呼
び
か
け
る
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
た
周
知
活

動
を
展
開
す
る
。 

　

②
ま
た
、
①
の
活
動
を
行
う
中
で
、
取
引

先
企
業
に
対
し
、
生
産
・
運
営
管
理
・
人
的

資
源
管
理
な
ど
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支

援
・
協
力
、
共
同
で
の
技
術
・
製
品
開
発
な

ど
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
支
援
・
協
力
な

ど
に
努
め
る
よ
う
、
会
員
企
業
に
対
し
て
勧

ト
ピ
ッ
ク
ス

政
労
使
会
議

1

合
意
文
書
で
中
小
企
業
へ
の
「
好
循
環
拡
大
」
を
ア
ピ
ー
ル
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奨
す
る
。 

　

ま
た
、
日
本
商
工
会
議
所
と
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
対
し
、
本
決
定
の
内
容
と
趣
旨
を
周
知
す

る
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
。

（
２
）
政
府
に
よ
る
対
応 

　

政
府
は
、
在
来
か
ら
の
取
組
の
継
続
に
加

え
、
以
下
の
追
加
的
措
置
を
実
施
す
る
。 

　

①
一
四
業
種
の
下
請
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
、
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
転
嫁

に
関
す
る
望
ま
し
い
取
引
慣
行
等
の
好
事
例

を
追
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
産
業

界
に
対
し
て
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
取
引
を
行
う
よ
う
徹
底
し
て
要
請
す
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
調
査
を
実
施
し
、
改

善
状
況
を
確
認
す
る
。 

　

②
下
請
代
金
検
査
官
や
消
費
税
転
嫁
Ｇ
メ

ン
が
立
入
検
査
を
行
う
際
、
当
該
下
請
取
引

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
取
引
を
行
う
よ
う

要
請
す
る
。 

　

③
全
国
で
約
五
〇
〇
回
の
講
習
会
を
追
加

的
に
開
催
し
、
当
該
下
請
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
理
解
・
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。 

　

④
下
請
代
金
法
に
基
づ
く
監
視
・
取
締
ま

り
を
強
化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
下
請
事
業

者
が
当
該
下
請
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
取
引
を
要
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親

事
業
者
が
協
議
に
応
じ
ず
一
方
的
に
取
引
価

格
を
据
え
置
く
な
ど
の
行
為
が
あ
れ
ば
厳
正

に
対
処
す
る
。
ま
た
、
本
年
度
上
半
期
に
、

約
五
〇
〇
社
の
大
企
業
に
対
し
て
集
中
的
な

立
入
検
査
を
追
加
的
に
実
施
す
る
。

２�　

サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
向
上
に

つ
い
て
の
取
組�

　

生
産
性
向
上
の
潜
在
可
能
性
が
大
き
く
、

か
つ
、
雇
用
等
の
社
会
的
重
要
度
が
大
き
い

分
野
を
念
頭
に
置
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
製

造
業
等
と
の
異
業
種
連
携
に
よ
る
生
産
性
向

上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。 

　

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
小
売
業
、
飲
食

業
、
宿
泊
業
、
介
護
、
道
路
貨
物
運
送
業
等

の
分
野
に
お
い
て
、
経
団
連
と
意
欲
あ
る
事

業
者
団
体
ま
た
は
チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
事
業
者
等
が
協
力
し
、
製
造
業
等

の
専
門
家
か
ら
の
助
言
の
機
会
を
通
じ
て
、

当
該
業
種
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て
課
題
解

決
を
図
る
活
動
を
展
開
す
る
。
内
閣
府
及
び

当
該
業
種
の
事
業
所
管
省
は
、
こ
の
た
め
、

経
団
連
と
事
業
者
団
体
の
参
加
に
よ
る
協
議

会
を
分
野
ご
と
に
設
立
す
る
等
の
枠
組
み
作

り
を
通
じ
て
、
環
境
整
備
を
図
る
。 

　

ま
た
、
内
閣
官
房
及
び
関
係
省
庁
は
、
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
普
及
、
Ｉ
Ｔ
利
活
用
、

業
務
改
善
等
の
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
、
推

進
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）４月２日の「経済の好循環実現に向けた政労使会議」（官邸HPより）
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